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汗を分泌する汗腺の数は大人も子どもも同じですが、子どもは汗腺の密度が高く、汗をかきやすいです。 

汗は体温を下げる一方、あせもなどの皮膚トラブルのもとになります。暑さと汗、両方の対策が大切です。 
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蚊は血液を吸うとき、口から唾液の成分を私たちの体に注入しま

す。この成分に免疫が過剰に反応してアレルギーを起こし、はれや

かゆみを起こします。蚊に刺されたことのない赤ちゃんや小さな子

どもでは体の中でアレルギーが起こるのに時間がかかり、反応も強

くなります。 

はれやかゆみがひどい時は、炎症を抑えるステロイドの塗り薬が

必要な場合があります。ひどい時は早めに小児科や皮膚科で相談し

ましょう。 

 


